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要 旨

権力の分立 と相互牽制は近代政治の構成用件であ り、本論文は中枢院とい う政治制度を

通 じ、総督政治の`近 代性'の 問題を検討 した。韓末の政治改革の過程において出現 した

中枢院は日帝が朝鮮を力で占領 した以降も、その制度と名称は存続したが、その政治的機

能は大 きく弱まった。1910年 代の中枢院は案件の討議を行 う会議が一度も開かれなかった

ほど有名無実であった。が、1920年 代の中枢院は斉藤実提督 の赴任以後、その政治的位

相は若干変わ りだした。民意を収斂す る姿勢を見せるため道知事の推薦を受ける地方参議

制度がつくられ、そ うした変化は朝鮮人、特に上層ブルジョアジーを懐柔するため斉藤実

総督期の`文 化政治'の 基調が反映されたものといえる。中枢院の参議の多 くは財力があ

り教育水準 も高 く、朝鮮総督府の予想 より政治への参加要求が強かった。彼 らは中枢院の

会議において`諮 問事項'と 関連のない参政権 と自治制度を要求す る政治的発言を時たま

行った。`朝 鮮 日本人'と認識された国民'協会出身の参議は何度 も参政権を主張 した。彼 ら

は既に1920年 代初か ら日本`帝 国'内 の中央政治に参加しようとい う参政権請願運動を

繰 り広げ、引続 きその路線を堅持 していった。地域的基盤のあった玄俊鎬のような参議は

中枢院の朝鮮議会への改革を何度も要求 した。中枢院自体においてもそ うした改革案作成

を行いもした。

宇垣一成総督期には中枢院に制令および法律制定に関する審査議定権、 日本人参議の選

任、そ して建議件を与えようとい う改革案が検討され るなど、中枢院に対す る朝鮮人参議

の改善要求が受容され る兆 しが見られた。それは以前に比べ極めて画期的な案であった。

だが、崔麟のような民族主義運動に参加 した人 々が中枢院参議 として新たに選任される等

の人的面での改革が部分的になされただけで、制度的な改革はほとんど行われなかった。

南次郎提督の赴任以降、朝鮮人参議たちは皇民化政策を宣伝 し、朝鮮人を戦争に動員す

るため、様 々な活動に関与するようになった。中枢院は日帝の大陸侵略政策に同調、宣伝

する機構 として働いた。朝鮮人の動員が より切迫した1944年 末、 日本内務省管理局にお

いて中枢院に議会機能を与えようとい う改革案がつ くられたが、実行されなかった。

植民地期の総督政治は大韓:帝国期の専制政治に比べ大衆に対する統制 と管理 とい う側面

において一歩進んだ`近 代化'で あったが、ブルジョアをはじめとす る中央政治に朝鮮人

が参加する通路が閉ざされていた とい う点において`退 行的'だ った。皇帝が支配してい

た大韓帝国期においても1898年 の中枢院改革に見 られるように朝鮮王朝の政治体制が下

からの朝鮮を受容 しつつ近代的議会政治へ と進化する可能性を見せていた。植民地期にも

海外においては臨時政府、または独立運動の拠点においては共和主義の伝統が育まれてい

た。だが、朝鮮内においては状況が異なった。鉄道が敷かれ、道路が拡張され、工場も設
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立 され、商品消費が増え、都市人 口が増加する等、大衆社会が形作 られはじめたが、大衆

に基盤を持つ中央の政治界の成長は極度に抑制され、専制的な総督の権力下におかれた。

日本の政界は天皇を頂点 とする統治構造の変化を恐れ、植民地の政治的変動を招 く不確実

な未来を回避 した。朝鮮総督および朝鮮総督府は中枢院改革案を作 り、また改革も行いな

がらも一定の反応を見せたが、体制に吸収された朝鮮人上層ブルジョアの政治的要求まで

は受入れ られないという限界を見せた。このように中枢院を媒介 として行われたそ うした
`政治'は`植 民地近代'の 一つの姿であった。
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